
































発音します。東京で生まれました。創価中学の 1 期生です。1968（昭和 43）年に学園ができた









本全国におよそ 600 の 4 年制私立大学があります。それぞれの大学が社会に対してどのような責
任を果たしてきたのか、ということをきちんと証明をしなくてはならない。証明をするためのも






50 年になります。1971（昭和 46）年が開学ですから、2021 年がちょうど開学 50 周年です。で


















の 1 期生です。アメリカ創価大学学長の羽吹好史さん、高校の 1 期生です。創価大学に副学長
は 2 人いるのですね。馬場善久副学長、高校 1 期生。寺西宏友副学長、中学 1 期生です。私と同

















　1 回目に中高 6 年間のことを話して、2 回目に大学 4 年間のことを話そうと思っていたのです


































































































　これが今日のスタートラインです。そのうえで、創価教育が 3 年経ち、4 年経つなかでどのよ
うに創立者が生徒たちと接触し、学生たちに何を話しかけたのかを追求してみたいと思っていま
す。
　1 期生が卒業して 1971 年 4 月に創価大学が開学いたします。創立者のいろいろなお考えがあ
って 2 年前倒しになっています。もともとの計画では 1973 年 4 月に開学する予定だったのです
ね。それを 2 年前倒しして 1971 年に開学いたしました。だから 3 期生は、自分たちがもともと
の開学のときにあたる入学生なのだから、「本門の 1 期生」といわれてですね、胸を張っておら
れた。ただし、このような一面もありました。僕たち中学 1 期生は中学 1 年生のときに数学の中
学 1、2 年生の分を終ったのです。スパルタもいいところです。寝る時間も 3 時間、4 時間でし
た。中学 2 年生のときに中学 3 年生の教科書を終ったのです。中学 3 年生で何をするかというと
高校 1 年生の数学をやったのです。ところが高校の 3 期生は高校に入学して高校 1 年生の数学を
やるわけですよね。創価学園の開学から 3 年目というのは、中学 3 年生と高校 1 年生は、同時期
に高校 1 年の数学をやっているわけです。どういうことがおこるのか。中学 3 年生の優秀な子は
数学がとてもできます。高校 1 年生の数学が不得意な人は、中学 3 年生よりもできません。そう







学 1 年生と高校 1 年生しかいないのですよね。だから僕たちが中学 1 年生のときの先輩は高校
1 年生だったのです。1 期生です。2 年生、3 年生いないわけでしょ。ぜんぜん年齢が違うわけ
ですよ。第 1 回入学式、いまでも覚えています。講堂に高校 1 年生が颯爽と入って行って、すごく
















3 年間で創立者と創大生がさまざまな協議会とか懇談会とか記録が残っているものだけで 38 回
あるのですね。学園ができて大学ができて、3 年おきぐらいにいろいろなものができ上がってい
きますけれども、生徒・学生等との会合の合計は、3 年間で 72 回ということになります。毎月
1 回どこかで先生は必ず生徒や学生の顔を見ていることになります。それが創立者の親心ですね。
見られているときはわからないのですね。この歳になってやっと、なるほどなと思います。














　まず、高校 1 期生が卒業した年、1971（昭和 46）年。この年は、牧口先生生誕 100 周年です。
















1 年生、中学 2 年生、中学 3 年生と順番に並んでいたのですね。そこに先生が来られて、一人一
人の顔をご覧になって。中学 1 年生ははじめての夏休みです。先生は「知らないな」、「はじめて
だね」、「顔覚えておくよ」とおっしゃりながら。2 年生になると 1 年半いますから「わかってい
るよ」、「よく来たね」といわれながら。3 年生になると古株ですから先生は顔をよくわかってい
るわけですね。僕なども中学 2 年のときに毎月 1 回、食事をさせていただいたこともあって、僕
の前に来られた時、先生のにこやかな顔がぱっと変りまして、目つきが鋭くなって。これは一番
怖い目なのですけれどね。それで「学園に甘えていてはいけない。母校を護れるような人間にな






　それから、1971（昭和 46）年 12 月に栄光第 3 寮ができるのですね。これは現在の創価中学校
の校舎のところに建っていた寮です。現在は、鷹の台の駅の方から歩いて行きますと、道路を挟
んで左側が高校で右側が中学校の正門になっていますが、右側の中学校は当時、全部寮だったの
です。1 寮、3 寮ができるのですが、1 寮がいまの中学校の校舎があるところ、そして 3 寮が校
舎と直角に建っていました。




















を。次から次へと。僕の場合でも、高校 1 期生の卒業の前です。昭和 45 年でしょうか、その当
時、読書ノートをつけろといわれました。読書ノートをひっくり返して見てみますと、中学 3 年
































ひとつの法則がありますね。4 人のうち 3 人がまとまったらいい。組織というのはそういうもの

































































































































































































































は、東大の合格者を年々倍増していたのです。1 期生が 3 人。2 期生が 6 人。3 期生が 12 人、と






















































まったのですね。1974（昭和 49）年 3 月 7 日から 4 月 13 日に、約 1 ヶ月以上にわたる北中南米
訪問が入ったわけです。僕たちは、先生と一緒に卒業式を迎えて、先生になんとしてもお礼をい
いたかったし、先生のさまざまご指導や激励に対して、何らかの形でお応えしようと思ってい











　僕たちの卒業式である 3 月 16 日は、妙な感覚でした。先生がいらっしゃらない寂しさと、先
生のご出席がないなかで卒業していかなければならないという気持ちと、それから先生が 4 月に
入ってから僕たちのために大会を開いてくださるというご配慮に対する喜びと。そういうものが






























































えられている。夏休みは総力をあげての準備だったようです。それが、11 月 21 日から 23 日ま









































































































































先生がおっしゃったのを、本当に意味があるようにしていったのが 1 期生、2 期生です。「意味
がある」と先生がおっしゃっても、その意味を本当に意味のあることにできるかどうか。現実



























いましたね、当初の開学は昭和 48 年だ、2 年前倒ししたのだよ、と。当初の開学予定だった入





　第 3 回入学式が終わって、7 月の第 2 回滝山祭にもご出席されました。1973（昭和 48）年 7
月 15 日です。滝山祭というのは本当に微妙でしてね。何が微妙かというと、日時を見てもらう









































































述べられています。辻本広宣さんという当時、人文学科 3 年生で、この方が 1991 年度の中央執
行委員長になられたのですが、その公約のなかで、「各学部生を対象に『創立者の語らい』学習
会を開催」。『創立者の語らい』というのは、開学以来先生が述べられてきた講演やスピーチをま
























いう研究紀要第 3 号に収録してあります。3 名の教員が、それぞれの講演を自分なりに読み込ん
で、学生たちの前で話をしてくれました。これが草創の三部作の研究史、研究の歴史です。杉山
由紀男先生。現在、文学部教授で 4 期生、僕と同級生です。この方が、「第 3 回入学式創立者講
演『創造的人間たれ』を読む」。森幸雄先生。現在、文学部教授です。この方は、マス・メディ
ア論、社会調査の専門家ですが、創価中学 1 期生で同級生です。「第 2 回滝山祭創立者講演『ス
コラ哲学と現代文明』を読む」。一番難しいのを森先生にやってもらいました。それから、水元
昇先生。この方は、短大の学生部長ですね。この方も、創価高校の 4 期生です。「第 4 回入学式
創立者講演『創造的生命の開花を』を読む」。奇しくも、森先生が中学の 1 期、水元先生が高校






ですけども、4 月に第 3 回入学式で「創造的人間たれ」の講演をされました。その 7 月に第 2 回
滝山祭「スコラ哲学と現代文明」の講演、その文言です。





























































































　「私の胸にあふれてやまぬ “ 創造 ” という言葉の実感とは、自己の全存在をかけて、悔い
なき仕事を続けたときの自己拡大の生命の勝ちどきであり、汗と涙の結晶作業以外の何物で
もありません。“創造的生命”とは、そうした人生行動のたゆみなき錬磨のなかに浮かび上





























































って、自分としては満足だったといえる人生を送ってほしい」（『池田大作全集』第 56 巻 99
頁）。
本当に一歩前進のためのお話ですね。やはり不満が多かったのでしょうね、僕たちは。いろいろ
な不満をいっていたのだと思います。たぶん、そういうことが先生のお耳に入ったのかもわかり
ません。でも、それに対して、不満ばっかりいっているのではない、一歩踏み出せ、と。こうい
う先生のお話であったのだろうと思います。
　「人間があって、宗教があるということをいいたい」、「人間の生命こそ大切である」、「諸
君は自分も大事にしなくてはならないけれども、人間を大事にしていただきたい」（同 100
頁）。
先生のおっしゃりたいことが、一貫していることがわかりますね。平和も結局、人間が大事だ。
戦争は結局、一人の人間を大事にしないから起こってくるのだ、と。一人の人間を大切にすれば
必ず平和はくる。イデオロギー、思想性の問題だけではない。利害関係の問題だけではない。一
人の人間を大事にすることだ。その大事にする仕方が、いろいろあるということなのでしょうね。
そのときそのときの不幸な人間の側に立つ、庶民の側に立つ。どっちがその人のためになるのか
を考える。どんな職業に就いても、どんな人生を歩んでいても、そういうような価値判断の基準
をもちなさい。その価値判断にもとづいて、価値を創造しなさい。こういうお話になっているの
でしょうね。先生のお話を読みながら今回、このように考えました。
　この日の記念撮影は、画期的なものでした。学園の中庭に高校 4 期生が集まって、先生が真ん
中に立ち、それで写真を撮ったのです。先生の隣に石田君という人がいるのですけれど、先生は
石田君の肩に手をかけておられるのです。石田君、それが嬉しくて、顔が動いたときにシャッタ
ーが切られたらしく、石田君の顔がぼやけています。この写真は、創価高校 4 期生の卒業アルバ
ムの最後に載っています。だから、何か辛いことや悲しいことがあると、この写真を見ます。同
窓会で集まったとき、必ずこの写真を見るのですよ。それで自分がどこにいるのか探すのがなか
なか大変で。昔の自分といまの自分があまりに違いすぎるから。やつはどこにいるとか、みんな
でわいわいいいながら、その真ん中に先生がいらっしゃる。そういう写真ですね。
　これで、学園の 6 年間が終わり、僕たちは大学等に進学いたしました。創価大学に来たメンバ
ーもいるし、東大や京大に行ったメンバー、医学部に行ったメンバーもおります。創価大学の保
健センターで、学生の主治医をやってくださっている根本先生も、中学 1 期生です。思い返して
みると、先生が育ててくださった、その中学生が 50 代になり、やっと先生に喜んでいただける、
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創価教育 第 6号
あるいは、先生のことを語っていける世代にようやくなったわけです。そのことを、自分でもし
みじみ感じます。この思いをどうしたらいいかというと、これはもう、これからの学生たちに伝
えていくしかないですね。
　創価大学は皆さんご存知のとおり、入学式も卒業式も先生のご出席がなかなか厳しくなってき
ています。でも、50 年後、100 年後を考えてみると、先生がご出席されない入学式、卒業式のほ
うが、じつは一般的になっていくはずです。それがあたり前になるわけです。先生がご出席され
て、いろいろなお話をされたのは、本当に初期の頃の数年間、こういう話にならざるを得ない。
だけれども、そこに、先生の思い、あるいは、戸田先生、牧口先生から受け継がれてきた創価教
育の思いは、溢れるほどにある。それが創価大学だ、というようにしていきたいと思っています。
　池田先生は時々、牧口先生の話をしてくださるのですね。自分たちの目の前に本当に牧口先生
がいるかのような姿を池田先生は語ってくれます。もちろん戸田先生のことも。池田先生がご自
身で、仕えてこられた方ですから、それはものすごくリアリティーのある語り方をされます。実
際に池田先生は牧口先生に会ったことはないのです。お会いしていないのですよ。そうであるに
も関わらず、池田先生が牧口先生のことをリアルに私たちに語ってくださる。それはなぜなのだ
ろう、と思ったのです。それは、一般的にいえば、法則性があるからだとか、何か同じことを考
えているからわかるのだろう、という言葉になるのかもしれませんが、実際に考えてみると、お
そらく、戸田先生が牧口先生のことが大好きで、それで、牧口先生のことを池田先生に、このと
きはこういって叱られた、とか、こういうふうにいわれたのだ、と池田先生に語られたのではな
いかな、と思うのですね。先生が戸田先生のことを語ってくださると、それはもう本当に戸田先
生が、生身の姿でそこにいるように、僕たちには思えます。同じように、僕たちが池田先生のこ
とを次の世代に語っていく必要がある。それを語り続けていくことが、この創価大学でもっとも
大切なことだ、と思います。いままでいろいろな定義づけをして参りましたが、そこに創価教育
という本来の教育のあり方、そして、その精神性というものが伝わるのだろう、と感じます。そ
の意味で、今回、皆様方にお話したような話は、もうちょっと嚙み砕くようにして、昼間の授業
でやっていかなければいけない、と感じている次第でございます。今日は、夏季大学講座で、市
民の皆さんにご参加いただいて、今日の授業が試金石になりまして、今後の授業にはね返ってく
るということをしみじみ感じておりまして、御礼とともに、これからもまた創大のためにご理解、
ご協力を心から念願をいたしまして、私の講義にさせていただきます。大変にありがとうござい
ました。今後もどうぞよろしくお願いいたします。
